
- 2 -

第 1部



- 3 -

１ 特別支援教育とキャリア教育

■特別支援教育とは

■キャリア教育とは

２ キャリア教育推進の意義 ～ 卒業後を見とおした小学部から高等部までの一貫した教育の実現 ～

■各学校におけるキャリア教育に取り組む意義

特別支援教育とは
障害のある児童生徒の自立や社会参加に向けた主

体的な取組を支援するという視点に立ち，幼児児童
生徒一人一人の教育的ニーズを把握し，その持てる
力を高め，生活や学習上の困難を改善又は克服する
ため，適切な指導及び必要な支援を行うものである。

（1）教育改革の理念と方向性を示すキャリア教育
キャリア教育は，一人一人のキャリア発達

や個としての自立を促す視点から，従来の教
育の在り方を幅広く見直し，改革していくた
めの理念と方向性を示すものである。

（2) 子どもたちの「発達」を支援するキャリア教育
キャリア教育は，キャリアが子どもたちの

発達段階やその発達課題の達成と深くかかわ
りながら段階を追って発達していくことを踏
まえ，子どもたちの全人的な成長・発達を促
す視点に立った取組を積極的に進めることで
ある。

（3) 教育課程の改善を促すキャリア教育
キャリア教育は，子どもたちのキャリア発

達を支援する観点に立って，各領域の関連す
る諸活動を体系化し計画的，組織的に実施す
ることができるよう，学校が教育課程編成の
在り方を見直していくことである。

キャリア教育とは
「キャリア概念」に基づいて，「児童生徒一人一人

のキャリア発達を支援し，それぞれにふさわしいキャ
リアを形成していくために必要な意欲・態度や能力を
育てる教育」。端的には，「児童生徒一人一人の勤労観、
職業観を育てる教育」。

「ｷｬﾘア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書
（平成16年1月）」より

「小学校・中学校・高等学校 キャリア教育推進の手引
(平成18年11月)」より

「特別支援教育に関する中央教育審議会答申(平成17年12月)」より

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために
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３ 特別支援学校キャリア教育推進の方向性 ～組織的，系統的な取組の実現～

（１）キャリア教育推進の課題

① 保護者との連携

② キャリア教育に関する理解の促進及び自校の目指
す姿に対する共通理解の促進が必要であること

③ 卒業後の生活を見とおした小学部からの系統的な
学習の在り方についてを検討する必要があること

④ 校内体制や推進方法を明確にする必要があること

⑤ 様々な障害種や特性に応じた指導・支援の充実
（専門性の向上）

（２）キャリア教育推進の方向性

《 キャリア教育推進の流れと本ガイドブックの関連 》

■学校方針の明確化

推進手順と組織の確認(Plan)

○推進役と各校務分掌の役割をきめる

・ 組織的に進めるための役割分担

・ キャリア教育学習会の開催

＊「キャリア教育全体推進計画」の作成

自校の「学習プログラムの

枠組み」の作成(Plan)

○自校の児童生徒に育てるべき「能力・態度」を

明らかにし，自校のキャリア教育を構想する

＊「キャリア教育全体学習計画」の作成

各学部，各学年，教科・

領域等における指導計画の

作成(Plan)

○学部・学年，教科・領域等毎の具合的な指導

計画を作成する

目標の設定

内容・方法の開発

発展的取り組みの工夫

教育課程への位置付け

個別の指導計画等の作成(Plan)

○一人一人の実態に応じた指導計画を作成する

計画の実施と啓発活動(Do)

○指導・支援を行うこと，また，家庭や地域への

啓発活動を行う

評価(Check)

○授業，行事，キャリア教育についての評価を評

価規準に基づいて行う

改善(Action)

○評価を次期の計画の作成に生かす

キャリア教育の推進にあたっては，学校全体
としての方向性をはっきりと示す必要がありま
す。校長のリーダーシップの下，学校経営方針
の中に取り入れるなど，全職員の共通理解を図
りながら，進めることが重要です。

理解編
p15

理解編
p15-16

実践編
p12

理解編
p17-20

理解編
p21-22

理解編
p23-24

理解編
p45-46

実践編
p17-22

実践編
p17-22

実践編
p17-22

実践編
p23-24,36

実践編
p7-8

実践編
p9-13

実践編
p9-13

【図１】キャリア教育推進の流れとガイドブックの関連

１ 特別支援学校におけるキャリア教育の推進
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１ 岩手県の教育品質向上運動について

【図１】教育の質を高めるために必要な視点

【図２】学校におけるPDCAサイクルの実践 ＊【図１，２】は，岩手県教育委員会教職員課（H18,6月）資料を基に作成
イメージ

２ キャリア教育全体推進計画作成の意義 ～学校としての方向性をもった指導・支援の実現～

（１）学校教育目標と日常の指導・支援の関連性を明確

■キャリア教育全体推進計画とは にすることで，方向性のある指導・支援ができる

■キャリア教育全体推進計画のねらい

① 校長のリーダーシップ
② 学校・教職員の社会的責任
③ 児童生徒，保護者等のニーズの把握と対応
④ 計画の策定と展開
⑤ 個人と組織の能力向上
⑥ 価値を生み出すためのプロセス
⑦ 情報活用
⑧ 学校の活動結果（検証・評価・反映）

＜内外環境把握

学校運営方針 ニーズ調査＞

学校経営計画

具体的年度計画

評価計画

＜活動状況

＜教育活動の実施＞ ・成果検証＞

Research
(調査･把握)

P l a n
(計画)

Do
(実施)

Ch e c k
(評価)

Ac t i o n
(調整行動)

＜時期計画への
更新・教育活動

の改善＞ セ
ル
フ
ア
セ
ス
メ
ン
ト

学
校
評
価

キャリア教育を組織的に推進していくために
方針の決定，計画作成，実践，評価，改善の
流れを明らかにしたもの

・キャリア教育を組織的に位置付けること
・方針の決定，指導，評価の一体化を図り，学

校として一貫性のある指導を実現させること

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために
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（２）個別の指導計画，個別の教育支援計画の作成を

組織的にバックアップする体制ができる

■全体推進計画作成の必要性

（３）計画立案・指導・評価の流れがより明確になるこ

とで指導・支援の充実につながる

３ PDCAサイクルに基づいたキャリア教育全体推進計画の作成

【図３】キャリア教育全体推進計画（流れ図）

・指導目標の設定を担任一人で行っている場合が
多い（連携・最適化に不安）

・手だてや評価基準があいまいな場合がある

・担当者が変わると学習内容や手だてがすっかり
変わってしまうことがある（系統性に疑問）

・学校として，在籍している児童生徒を具体的に
どのように育てるのかというビジョンがあいまい

・だれがどこでどのように児童生徒の力を付ける
のかということの責任の所在があいまい

・キャリア教育全体推進計画の作成による組織的
な取組の強化

原因

対策

２ キャリア教育全体推進計画作成の意義
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１ 計画（Plan）段階におけるポイント

（１）計画（Plan)段階の全体のポイント

（２）各指導計画作成のポイント（組織面）

①個別の教育支援計画，個別の指導計画の作成

【図１】全体推進計画「計画」部分の流れ

■個別の教育支援計画・個別の指導計画の

組織的な推進の工夫

○スケジュールの明確化
・行事予定の中に面談日（面談週間），ケー

ス会議日，支援会議日等を設定する
・各計画の作成期間，作成期日を示す
・各計画の評価の期日を予め示す

○各様式の明確化
・各計画の様式がそれぞれの役割を果たすのに

ふさわしい内容になっているか見直す
・面談資料，ケース会議資料の様式を整備し，

誰が行っても一定の成果が得られるようにす
る

○会議の目的の明確化
・各会議，書類の作成の目的を明確にし，必

要のない会議や資料作成は行わない
○推進役の明確化

・スケジュール調整や進行状況を把握する担
当者を明確にし，計画的に推進できるよう
な体制を作る

○チェック体制の明確化
・作成された計画が全体推進計画や全体学習

計画に沿ったものになっているか，児童生
徒の実態に沿ったものになっているかチェ
ックする担当者とチェック基準を明確にする

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために
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②面談・ケース会議・支援会議の必要性

■方針・目標作成のチェックポイント

③各教科・領域の年間指導計画や学部行事の計画

２ 実施（Ｄｏ）段階におけるポイント

■日常の指導・支援の記録の工夫

○短時間に，決められた内容を，共通の書き方
で簡潔に記せる様式を作成する

○情報機器(ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗやﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ)を活用して，
児童生徒の様子を静止画・動画で保存する

○校内LAN等を積極的に活用し，情報の共有化
を図る

・目指す姿が具体的で明確か
・各学校や児童生徒の実態に沿った実行可能な

内容か
・児童生徒にどのような変化や効果が期待され

るか等が具体的に示されているか
・評価方法や規準が適切に示されているか
・学校として責任を負える内容か
・十分な協議と共通理解が得られているか

＊キャリア教育に関する全体の方針及び各学部
の方針や重点目標が学校全体として系統的で
適切なものになっているかについては，キャ
リア教育推進委員会等で検討・確認すること
が望ましいです。

【表１】計画段階における検討すべき項目や内容等

段階 項目 担当 検討の場 時期 各段階における主なねらいや内容

キャリア教育全体方針 校長・ 学部会 前年度末から 昨年度の反省（調整行動）を受け，新年度メンバーで確
キャリア教育重点目標 副校長 校務部会 年度初め 認・検討を行う

進路指導委員会 学校運営方針の中に明確に位置付け，自校のキャリア教
職員会議 育の在り方と今年度の重点目標の共通理解を図る

計 キャリア教育学部方針 学部長 学部会 前年度末から 昨年度の反省（調整行動）を受け，新年度メンバーで確
キャリア教育学部目標 進路指導委員会 年度初め 認・検討を行う。学部としての方針を明確にし，具体的な

職員会議 教育活動につながるよう，他の計画との関連を図る
画

個別の教育支援計画 担任（コーディ ケース会議，学 5月末まで 児童生徒一人一人を取り巻く関係機関と連携して，支援
ネーター）等 年会・支援会議 の方針を定める

（

Ｐ 個別の指導計画 担任 ケース会議 5月末まで 個別の教育支援計画における支援の目標を教育課程に沿
ｌ 学年会・面談 った具体的な指導目標や手だてとして定める
ａ
ｎ 個別の移行支援計画 該当担任 ケース会議，学 作成開始：高 特別支援学校を卒業後，社会生活への円滑な移行を図る

年会・支援会議 等部３年 ため，関係機関と連携して支援の在り方や方法を定める）

各教科・領域等の年間指導計画 各教科等 授業担当者会議 ５月中旬頃ま キャリア教育全体学習計画等をもとに各教科・領域にお
担当者 学年会，学部会 で けるキャリア教育の内容や時期を明らかにする

各学部行事等の年間指導計画 各行事等 学年会，学部会 ５月中旬頃ま キャリア教育全体学習計画等をもとに各行事等における
担当者 担当校務分掌 で キャリア教育の内容等を明らかにする

【表２】実施段階における検討すべき項目や内容等

段階 項目 担当 検討の場 時期 各段階における主なねらいや内容

各教科・領域等における指導・支 各教科等 授業担当者会議，通年，随時 各教科・領域等の中でねらっているキャリア教育の内容
援 担当者 ケース会議 を適切に行い，児童生徒のキャリア発達を促す

実 学級における指導・支援 担任 ケース会議，学 通年，随時 学級活動の中でねらっているキャリア教育の内容を適切
（キャリアカウンセリング含） 年会 に行い，児童生徒のキャリア発達を促す

施 行事等における指導・支援 各行事等 学部会，担当校務 通年，随時 各行事等の中でねらっているキャリア教育の内容が適切
担当者 分掌，職員会議 に行われるようにする

（

Ｄ 進路に関する学習における指導・ 担任，進路学年会，ケース 通年，随時 進路に関する学習が各学部，各学年等において，ねらい
ｏ 支援 指導担当 会議，分掌部会 どおりに行われるようにする
）

その他の指導・支援（地域支援， 各担当者 分掌部会，学部 通年，随時 キャリア教育の基盤の一つである保護者や地域との連携
保護者支援，地域との連携など） 会，職員会議 がねらいどおりに行われるようにする

３ キャリア教育全体推進計画 計画（Plan)と実施（Do)のポイント
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１ 評価（Ｃｈｅｃｋ）段階におけるポイント

【表１】評価段階における検討すべき項目や内容等

段階 項目 担当 検討の場 時期 各段階における主なねらいや内容

各教科・領域等における指導・支 各教科担 授業担当者会議，授業毎， 指導過程，指導方法，教材や手だてが有効であったか，
援 当者 ケース会議 学期毎 児童生徒のキャリア能力が向上したかなど

学級における指導・支援 担任 ケース会議，学 随時， 学級集団として，その生活年齢や発達段階に求められる
評 （キャリアカウンセリング含） 年会 学期毎 キャリア能力を身に付けることができたかなど

行事等における指導・支援 各行事担 担当校務分掌，学 行事毎， 各行事において育成が求められるキャリア能力が児童生
価 当者 部会，職員会議 年度末 徒一人一人のねらいどおりに達成することができたかなど

進路に関する学習における指導・ 担任，進路学年会，ケース 学習毎，学期 進路や職業等に関する学習が計画通り行われ，児童生徒
支援 指導担当 会議，職員会議 末，年度末 の卒業後の生活に対する興味を高めることができたかなど（

Ｃ
ｈ 個別の教育支援計画，個別の指導 担任 ケース会議，学年会，学期末， 計画通り指導・支援を行い，目標を達成することができ
ｅ 計画に関すること 面談，支援会議 年度末 たか，計画の作成や策定にかかわる手順は適切かなど
ｃ
ｋ キャリア教育の全体計画や推進に 校長，副校学部会，校務部 学期末， 自校のキャリア教育を総合的，全体的に振り返り，目標，

関すること 長，各主事会，進路指導委 年度末 方針，組織，運営，環境条件，成果と課題などを明らかに）
・主任等 員会，職員会議 する

学校評価に関すること 校長，副 学校評議会 実施時期 自校のキャリア教育の取組を学校評価の中に位置付け，
（内部評価・外部評価） 校長他 運営委員会等 客観的な視野で総合的に評価を行う

【図１】評価の対象の主な内容と時期

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために
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２ 改善（Ａｃｔｉｏｎ）段階におけるポイント

＜キャリア教育全体の評価の枠組み ＞

(1)学校評価の中でのキャリア教育の評価 ○学校教育の評価の一環として行うキャリア教育の全体的・総合的・分析
・校長，副校長全職員 （内部評価） 的な評価で，目標・方針・組織・運営・環境条件・成果などの評価

(2)教師についての評価 ○指導計画（全体計画・各個別の計画）・指導内容などの評価
・進路指導主事，進路指導部（課），
・学級担任，ケース担当者，関係職員 ○指導過程・指導方法，指導のための資料・教材・手だてなどの評価

(3)児童生徒についての評価 ○児童生徒個人の進路発達についての評価
・児童生徒本人 かかわる力（コミュニケーション能力，情報活用能力），えがく力（将
・児童生徒集団（学年，学級など） 来設計能力），もとめる力（自己決定能力），はたらく力（作業能力），

生活する力（日常生活能力），たのしむ力（余暇活用能力）など
○集団としての進路発達についての評価
学年・学級，ホームルーム，クラブ活動等における集団としての発達
程度など

(4)学校外の関係諸機関等による学校評価 ○保護者による学校の進路指導（進路支援），我が子の進路発達の評価
・保護者，卒業生，関係機関，
学校評議員など （外部評価） ○卒業生による学校の進路指導（進路支援），自分の進路発達の評価

○関係学校・関係機関による学校の進路指導（進路支援）の評価

○その他，地域社会などによる学校の進路指導（進路支援）の評価

【図２】キャリア教育全体の評価の枠組み 例 （参考：仙崎,1985）

【表２】改善段階における検討すべき項目や内容等

段階 項目 担当 検討の場 時期 各段階における主なねらいや内容

キャリア教育全体方針 校長・ 学部会 年度末 １年間のキャリア教育活動を総括し，学校教育目標の達
キャリア教育重点目標 副校長 校務部会 成に向けて不足している部分について，どのように対応す

進路指導委員会 るべきかを検討し，次年度の全体方針案，重点目標案に反
職員会議 映させる

改
キャリア教育学部方針 学部長 学部会 年度末 １年間の学部におけるキャリア教育全体を振り返り，方
キャリア教育学部目標 進路指導委員会 針や目標の達成できなかった点の原因と対策を明らかにし，

職員会議 次年度の学部方針及び目標を改善する
善

個別の教育支援計画 担任（コーディ ケース会議，学 年度末 １年間の支援を振り返り，目指す姿の実現に向けて，各機
ネーター）等 年会・支援会議 関の役割や支援内容を見直し，次年度の方針案を検討する（

Ａ
ｃ 個別の指導計画 担任 ケース会議 学期末 学期や年間のキャリア教育の成果と課題をまとめ，次学
ｔ 学年会・面談 年度末 期や次年度の方向性や具体的な目標案を検討する
ｉ
ｏ 個別の移行支援計画 該当担任 ケース会議，学 年度末 移行支援計画の策定における課題をまとめ，次年度以降
ｎ 年会・支援会議 の計画の立案や連携に役立つようにする
）

各教科・領域等の年間指導計画 各教科等 授業担当者会議 学期末 計画どおり，指導・支援を行うことができたかを振り返
担当者 学年会，学部会 年度末 り，次年度の計画の作成に役立つようにする

各学部行事等の年間指導計画 各行事等 担当校務分掌，学 年度末 評価をもとに各行事におけるキャリア能力の位置付けや
担当者 部会，職員会議 手だて等を見直し，次年度の計画に役立つようにする

◆良かった点は大いに評価しよう◆
特別支援教育やキャリア教育の成果は短い期間

では目に見えて表れないこともあります。
しかし，１年前の姿と比較すれば，必ず，成長

発達しているところがあるはずです。
子ども自身のがんばり，指導者の努力を適切に

評価することが，次年度の意欲につながります。

◆良くなかった点はその要因を分析しよう◆
できなかったこと，うまくいかなかったこと

には，かならず原因があります。
その原因が明らかになれば，対策を講じること

ができます。逆に言うと，できなかったことを
そのままにしておいては，改善することができな
いということになります。
指導・支援の記録は，うまくいった要因，いか

なかった要因を探る手がかりになるはずです。

４ キャリア教育全体推進計画 評価(Check)と改善(Action）のポイント
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【資料１】キャリア教育全体推進計画（流れ図）

＊２学期制の場合

進路指導委員会 運営委員会

職員会議

●キャリア教育全体方針（学校運営方針より）

●キャリア教育重点目標（学校重点目標より）

●キャリア教育学部方針（学部運営方針より）

●キャリア教育学部目標（学部重点目標より）

●個別の教育支援計画
●個別の指導計画
●各教科・領域等の年間指導計画
●各学部行事等の年間計画

５
月
中

決定

計画（Plan)

各教科・領域等

学級活動

各行事

進路に関する学習

その他（地域活動，保護者支援等）

実施（Dｏ)

各教科・領域等

学級活動

各行事

進路に関する学習

個別の教育支援計画

個別の指導計画

キャリア教育の全体計画等

学校評価（外部・内部）

評価（Check)

改善（Action）

学
期
末
（
９
月
・
２
月
）

単
元
・
行
事
毎

年
度
末
（
２
月
）

年
度
末
・
年
度
初

キ
ャ
リ
ア
教
育
全
体
学
習
計
画

年
度
末
（
３
月
）

検討

４
月
初
旬

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために
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【資料２】キャリア教育全体推進計画表（担当・検討の場・時期・ねらい等）

段階 項目 担当 検討の場 時期 各段階における主なねらいや内容

キャリア教育全体方針 校長・ 学部会 前年度末から 前年度の反省（調整行動）を受け，新年度メンバーで確
キャリア教育重点目標 副校長 校務部会 年度初め 認・検討を行う

進路指導委員会 学校運営方針の中に明確に位置付け，自校のキャリア教
職員会議 育の在り方と今年度の重点目標の共通理解を図る

計 キャリア教育学部方針 学部長 学部会 前年度末から 前年度の反省（調整行動）を受け，新年度メンバーで確
キャリア教育学部目標 進路指導委員会 年度初め 認・検討を行う。学部としての方針を明確にし，具体的な

職員会議 教育活動につながるよう，他の計画との関連を図る
画

個別の教育支援計画 担任（コーディ ケース会議，学 5月末まで 児童生徒一人一人を取り巻く関係機関との連携して，支
ネーター）等 年会・支援会議 援の方針を定める

（

Ｐ 個別の指導計画 担任 ケース会議 5月末まで 個別の教育支援計画における支援の目標を教育課程に沿
ｌ 学年会・面談 った具体的な指導目標や手だてとして定める
ａ
ｎ 個別の移行支援計画 該当担任 ケース会議，学 作成開始：高 特別支援学校を卒業後，社会生活への円滑な移行を図る

年会・支援会議 等部３年 ため，関係機関と連携して支援の在り方や方法を定める）

各教科・領域等の年間指導計画 各教科等 授業担当者会議 ５月中旬頃ま キャリア教育全体学習計画等をもとに各教科・領域にお
担当者 学年会，学部会 で けるキャリア教育の内容や時期を明らかにする

各学部行事等の年間指導計画 各行事等 学年会，学部会 ５月中旬頃ま キャリア教育全体学習計画等をもとに各行事等における
担当者 担当校務分掌 で キャリア教育の内容等を明らかにする

各教科・領域等における指導・支 各教科等 授業担当者会議，通年，随時 各教科・領域等の中でねらっているキャリア教育の内容
援 担当者 ケース会議 を適切に行い，児童生徒のキャリア発達を促す

実 学級における指導・支援 担任 ケース会議，学 通年，随時 学級活動の中でねらっているキャリア教育の内容を適切
（キャリアカウンセリング含） 年会 に行い，児童生徒のキャリア発達を促す

施 行事等における指導・支援 各行事等 学部会，担当校務 通年，随時 各行事等の中でねらっているキャリア教育の内容が適切
担当者 分掌，職員会議 に行われるようにする

（

Ｄ 進路に関する学習における指導・ 担任，進路学年会，ケース 通年，随時 進路に関する学習が各学部，各学年等において，ねらい
ｏ 支援 指導担当 会議，分掌部会 どおりに行われるようにする
）

その他の指導・支援（地域支援， 各担当者 分掌部会，学部 通年，随時 キャリア教育の基盤の一つである保護者や地域との連携
保護者支援，地域との連携など） 会，職員会議 がねらいどおりに行われるようにする

各教科・領域等における指導・支 各教科担 授業担当者会議，授業毎 指導過程，指導方法，教材や手だてが有効であったか，
援 当者 ケース会議 学期毎 児童生徒のキャリア能力が向上したかなど

学級における指導・支援 担任 ケース会議，学 随時， 学級集団として，その生活年齢や発達段階に求められる
評 （キャリアカウンセリング含） 年会 学期毎 キャリア能力を身に付けることができたかなど

行事等における指導・支援 各行事担 担当校務分掌，学 行事毎 各行事において育成が求められるキャリア能力が児童生
価 当者 部会，職員会議 年度末 徒一人一人のねらいどおりに達成することができたかなど

進路に関する学習における指導・ 担任，進路学年会，ケース 学習毎，学期 進路や職業等に関する学習が計画通り行われ，児童生徒
支援 指導担当 会議，職員会議 末，年度末 の卒業後の生活に対する興味を高めることができたかなど（

Ｃ
ｈ 個別の教育支援計画，個別の指導 担任 ケース会議，学年会，学期末 計画通り指導・支援を行い，目標を達成することができ
ｅ 計画に関すること 面談，支援会議 年度末 たか，計画の作成や策定にかかわる手順は適切かなど
ｃ
ｋ キャリア教育の全体計画や推進に 校長，副校学部会，校務部 学期末 自校のキャリア教育を総合的，全体的に振り返り，目標，

関すること 長，各主事会，進路指導委 年度末 方針，組織，運営，環境条件，成果と課題などを明らかに）
・主任等 員会，職員会議 する

学校評価に関すること 校長，副 学校評議会 実施時期 自校のキャリア教育の取組を学校評価の中に位置付け，
（内部評価・外部評価） 校長他 運営委員会等 客観的な視野で総合的に評価を行う

キャリア教育全体方針 校長・ 学部会 年度末 １年間のキャリア教育活動を総括し，学校教育目標の達
キャリア教育重点目標 副校長 校務部会 成に向けて不足している部分について，どのように対応す

進路指導委員会 るべきかを検討し，次年度の全体方針案，重点目標案に反
職員会議 映させる

キャリア教育学部方針 学部長 学部会 年度末 １年間の学部におけるキャリア教育全体を振り返り，方
改 キャリア教育学部目標 進路指導委員会 針や目標の達成できなかった点の原因と対策を明らかにし，

職員会議 次年度の学部方針及び目標を改善する

個別の教育支援計画 担任（コーディ ケース会議，学 年度末 １年間の支援を振り返り，目指す姿の実現に向けて，各機
善 ネーター）等 年会・支援会議 関の役割や支援内容を見直し，次年度の方針案を検討する

個別の指導計画 担任 ケース会議 学期末 学期や年間のキャリア教育の成果と課題をまとめ，次学（

Ａ 学年会・面談 年度末 期や次年度の方向性，具体的な目標案を検討する
ｃ
ｔ 個別の移行支援計画 該当担任 ケース会議，学 年度末 移行支援計画の策定における課題をまとめ，次年度以降
ｉ 年会・支援会議 の計画の立案や連携に役立つようにする
ｏ
ｎ 各教科・領域等の年間指導計画 各教科等 授業担当者会議 学期末 計画どおり，指導・支援を行うことができたかを振り返

担当者 学年会，学部会 年度末 り，次年度の計画の作成に役立つようにする）

各学部行事等の年間指導計画 各行事等 担当校務分掌，学 年度末 評価をもとに各行事におけるキャリア能力の位置付けや
担当者 部会，職員会議 手だて等を見直し，次年度の計画に役立つようにする

【資料】キャリア教育全体推進計画
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【資料３】ＰＤＣＡの各段階における評価の観点例

１ キャリア教育の全体的な計画に関する評価の観点の例 （Plan）

(1)学校の教育方針や教育目標に即して，キャリア教育の目標が立てられ，教育活動全体を通してその目標の具現化が図られているか

(2)キャリア教育の組織が，地域，学校，教育課程，教職員などの実情を踏まえて適切につくられているか

(3)学校におけるキャリア教育の運営について，校内の教職員の共通理解があり，協力して進められているか

(4)学校におけるキャリア教育の展開にあたって，各責任者（進路指導主事等）の位置付けや学級担任の役割が明確化され，相互に協力，援助
できる関係が成立しているか

(5)学校におけるキャリア教育の推進にあたって，全体計画や個別の指導計画などの，必要な計画が立てられ，実践されているか

(6)キャリア教育の効果的な実践のために，指導内容や指導・支援方法が工夫され，適切な教材・資料の開発活用に努めているか

(7)キャリア教育に必要な施設・設備（作業学習用実習室，キャリアカウンセリング（相談）室，進路支援資料室など）が整備され，よく活用
されているか

(8)キャリア教育のために必要な経費が年間予算として確保され，適正に執行されているか

(9)学校と家庭，関係諸機関との連携・協力が緊密に，しかも計画的に行われているか

(10)個別の教育支援計画，個別の指導計画，個別の移行支援計画等の様式が整備され，ＰＤＣＡサイクルに基づいて実施されているか

(11)学校におけるキャリア教育の充実・改善のために，適時，適切に評価されているか など

２ キャリア教育の指導過程の評価の観点の例 （Do）

(1)児童生徒の発達段階やニーズ等に応じた適切なキャリア教育（進路支援）に関する情報（進路情報）の提供及び指導が行われているか

(2)児童生徒の自主的・主体的な活動を支援するような指導が効果的になされ，児童生徒は積極的にその活動に取り組んでいるか

(3)担任する児童生徒の理解と児童生徒の自己理解に必要な個人資料が適切に収集され，十分に活用されているか

(4)卒業後の生活への関心の高揚や進路適性の吟味，適切な進路選択の方法などに関する支援・指導が効果的に行われているか

(5)温かい許容的な雰囲気の中で，児童生徒の自主性を尊重しつつ，キャリアカウンセリング（進路相談）を進めることができているか

(6)卒業後の生活への適応や自己表現の達成に必要な能力・態度などの育成を図るための指導・支援がなされているか

(7)進路指導部，進路指導主事らとの連携・協力は図られているか

(8)児童生徒の保護者の理解や協力を得るための努力がなされているか など

３ キャリア教育の指導の成果に関する評価の観点の例 (Check)

(1)卒業後の進路（職業）や生き方への関心を深め，自分なりの希望や目標をもっているか

(2)将来の希望や目標を実現させるための方策や計画を検討し立案しているか

(3)自己を理解することの意義や必要性を知り，自己の能力や適性，障害の特性，性格，体力，健康状態などについて理解しようとしているか

(4)働くことの意義や，就職したい職種などの目的を自覚し，希望する職種（会社等）の内容や情報を集め，理解しようとしているか

(5)自己の能力や適性，就職したい職種に関する情報や内容理解に基づき，自己を生かせる適切な進路を選択，計画しているか

(6)自分で納得のいく意志決定ができ，選んだ進路に責任と誇りをもつことができるか

(7)自己の障害の特性を理解し，それに対応するためのスキルや援助を受けるための方法を身に付けているか

(8)卒業後の生活によりよく適応し，自己実現を達成させていくのに必要な意欲や心構えが身に付いているか など

４ キャリア教育の調整行動（改善）の評価の観点の例 (Action)

(1)評価が適正に行われ，評価の結果について，全職員が理解しているか

(2)成果があった項目について，うまくいった要因の分析が十分に行われ，その成果（手だて等）を全職員で共有できているか

(3)成果が十分上がらなかった項目について，その要因の分析が十分に行われ，課題や手だてを明らかにしているか

(4)児童生徒一人一人，学級，学年，学部，学校としてのキャリア教育の成果と課題が共有できるシステムがあるか

(5)それぞれの計画が関連性，系統性をもって実行されていたか，またそれを検証するシステムは有効に機能したか

(6)出された課題の緊急度や解決・実現の可能性，費用対効果について検証がなされているか

(7)次年度の計画立案に向けての手順が明確に示され，実行されているか

(8)学校長の次年度に向けてのビジョンが示され，それに基づいた改善案や計画案となっているか

(9)社会情勢の変化や学校へのニーズの変化を踏まえた改善案や計画案となっているか など

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために
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・ キャリア教育の校内の推進・まとめ役

・ キャリア教育全体推進計画の管理

・ キャリア教育全体学習計画の管理

・ キャリア教育全体の評価に関すること

・ 校内研修会の企画 など

【資料４】キャリア教育を推進するための組織体制

【資料４-①】キャリア教育の推進役となる校内委員会の役割（例）

【資料４-②】各校務分掌・組織の役割（例）

総務部 保護者，地域社会との連携

教務部 教育課程の確認，各学習指導に関する計画や個別の指導計画，学習環境の整備など

生徒指導部 児童生徒会活動による自主性や役割を果たすことの意義，安全指導，特別活動の計画など

進路指導部 キャリア教育に関する研修会，児童生徒保護者に対する個別の進路支援やガイダンス，情報発信など

保健部 社会生活に必要な健康や食育，性についての指導や支援など

研究部 勤労観・職業観を育むための指導方法や系統的な学習を行うための研究の推進，授業研究会の開催など

情報教育部 情報活用能力の育成，情報機器の知識・技能，学校ホームページ等を活用した地域への情報発信など

ｾﾝﾀｰ事業部 キャリア教育の視点を入れた支援センター事業，福祉等の関係機関との連携など

各学部 学部方針・目標の検討，評価，学部行事でのキャリア教育の位置付けの検討など

各学年会，学団 ケース会議の設定による個別の指導計画の検討や評価など

寄宿舎 望ましい生活習慣の獲得，舎生会活動など

【資料４-③】特別支援学校 キャリア教育 組織体制図（例）

○キャリア教育の実施

（個別の指導計画等の作成，

キャリア教育の実践，評価）

○キャリア教育を実施するための支援

（各分掌の役割に応じたキャリア教育に

関する業務の推進）

○キャリア教育の推進役

【資料】キャリア教育の全体評価の観点，キャリア教育推進組織図
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【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的推進するために




